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Ⅰ
は
じ
め
に

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
〈
聖
典
編

纂
担
当
〉
で
は
、
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠

忌
を
機
縁
と
し
て
、『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』

（
以
下
『
聖
典
全
書
』
と
略
称
）
の
編
纂
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

『
聖
典
全
書
』
は
「
浄
土
真
宗
の
す
べ
て
の

聖�
�
�

教�
�
�

を
収
め
、
高
い
史
料
性
を
保
持
し
つ

つ
、
領�
�
�

解�

・
伝
道
に
活
用
で
き
る
聖
典
」
を

基
本
理
念
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
、
浄�
�
�

土�

三�
�

部�

経�
�
�

と
そ
の
異
訳
経
典
、

お
よ
び
七�
�

高�
�

僧�
�

の
論�
�

釈�
�
�を

収
録
し
た
「
三�
�

経
�
�
�

七�
�

祖�

篇
」、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
真�
�

筆�
�

を
全
て
網�
�

羅�

し
た
「
宗
祖
篇
上
」「
宗
祖
篇
下
」、
親
鸞

聖
人
よ
り
後
の
門
弟
方
や
本
願
寺
第
三
代
宗
�
�
�

主�
�

覚�
�

如�
�

上�
�
�

人�
�

や
存�
�

覚�
�

上
人
、
第
八
代
宗
主
蓮�
�

如�
�

上
人
の
撰
述
や
伝
記
、
言
行
録
な
ど
を
収
録

し
た
「
相�
�

伝�
�

篇
上
」「
相
伝
篇
下
」
の
計
五

巻
が
刊
行
さ
れ
、
関
係
学
校
を
は
じ
め
と
し
て

宗
門
内
外
を
問
わ
ず
、
学
術
的
に
高
い
評
価
を

得
て
、
多
く
の
場
所
で
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
本
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た

『
聖
典
全
書
』
の
最
終
巻
で
あ
る
、
第
六
巻

「
補�

遺�

篇
」
の
内
容
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ⅱ
「
補
遺
篇
」の
内
容

Ⅰ
で
紹
介
し
た
既
刊
の
『
聖
典
全
書
』
に
対

し
、「
補
遺
篇
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
収
録

さ
れ
た
聖
教
・
史
資
料
の
内
容
を
補
完
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
源�
�

空�
�

（
法�

�

然�
�

）
聖
人
の
法
語

や
伝
記
を
は
じ
め
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
継

承
さ
れ
た
門
弟
等
に
関
連
す
る
聖
教
・
史
資
料

な
ど
を
四
十
三
点
収
録
い
た
し
ま
し
た
。「
補

遺
篇
」
収
録
の
聖
教
・
史
資
料
は
次
の
通
り
で

す
。

・
源
空
聖
人
の
法
語
・
伝
記
等
及
び
関
連
史
資

料
（「
三
経
七
祖
篇
」
関
連
）

一
枚
起
請
文
、
二
枚
起
請
文
、
法
然
聖
人

御
消
息
、
七
箇
条
制
誡
、
黒
谷
上
人
語
灯

録
、
法
然
上
人
伝
記
（
醍
醐
本
）、
法
然

上
人
伝
法
絵
、
興
福
寺
奏
状
、
一
向
専
修

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

教
学
伝
道
研
究
室〈
聖
典
編
纂
担
当
〉

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』第
六
巻

「
補
遺
篇
」の
刊
行
に
あ
た
っ
て
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『浄土真宗聖典全書』第六巻「補遺篇」の刊行にあたって

停
止
事
（
停
止
一
向
専
修
記
）

・
大
谷
廟
堂
の
創
立
や
、
親
鸞
聖
人
の
門
弟
に

関
す
る
記
録
等
（「
宗
祖
篇
」
関
連
）

大
谷
廟
堂
創
立
時
代
文
書
、
親
鸞
聖
人
門

侶
交
名
牒
、
三
河
念
仏
相
承
日
記
、
制
禁

（
善
円
十
七
箇
条
、
浄
興
寺
二
十
一
箇
条
、

了
智
六
箇
条
）

・
本
願
寺
教
団
の
動
向
や
葬
送
・
中
陰
に
関
す

る
記
録
（「
相
伝
篇
」
関
連
）

本
福
寺
史
料
集
成
（
本
福
寺
由
来
記
、
本

福
寺
明
宗
跡
書
、
本
福
寺
跡
書
、
本
福
寺
門

徒
記
、
教
訓
并
俗
姓
、
本
福
寺
由
来
、
本
福

寺
次
第
草
案
、
金
森
日
記
抜
）

葬
送
中
陰
記
（
蓮
能
葬
記
、
蓮
芸
葬
中
陰

記
、
実
賢
葬
中
陰
之
記
、
実
如
上
人
闍
維
中

陰
録
、
蓮
淳
葬
送
中
陰
記
、
本
善
寺
殿
実
孝

御
往
生
之
記
、
信
受
院
殿
記
〈
証
如
上
人

記
〉、
順
興
寺
実
従
葬
礼
）

・
他
派
の
教
団
に
関
す
る
聖
教
・
史
資
料

（「
相
伝
篇
」
関
連
）

専
修
寺
史
料
（
顕
正
流
義
鈔
、
十
六
問
答

記
、
代
々
上
人
聞
書
・
高
田
上
人
代
々
聞

書
）

佛
光
寺
史
料
（
算
頭
録
、
一

流
相
承
系
図
〈
絵
系
図
〉）

・
浄
土
真
宗
の
聖
教
目
録
や
、
本

願
寺
・
日
野
家
に
関
す
る
系
図

（
全
巻
）

浄
典
目
録
、
聖
教
目
録
聞
書

系
図
（
日
野
氏
系
図
、
本
願

寺
系
図
、
日
野
一
流
系
図
）

以
上
の
よ
う
に
、「
補
遺
篇
」

は
『
聖
典
全
書
』
の
各
巻
に
ま
た

が
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
例
え

ば
次
の
よ
う
な
関
連
が
あ
り
ま
す

（
併
せ
て
下
図
〈「
補
遺
篇
」
と
他
巻

と
の
関
係
〉
も
ご
参
照
く
だ
さ

い
）。源

空
聖
人
の
法
語
や
伝
記
に
つ

い
て
は
、「
宗
祖
篇
下
」
に
は
親

鸞
聖
人
真
筆
・
真�
�

仏�
�

上�
�
�

人�
�

書
写
の
『
法
然
聖

人
御
消
息
』
を
収
録
し
て
い
ま
す
が
、「
補
遺

篇
」
で
は
源
空
聖
人
自
筆
の
『
法
然
聖
人
御
消

息
』
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
宗
祖
篇

下
」
の
『
西�
�

方�
�

指�

南�
�

抄�
�
�

』
や
「
相
伝
篇
上
」

の
『
拾�
�
�

遺�

古�

徳�
�

伝�
�

絵�

詞�
�
�』

は
、「
補
遺
篇
」
の

『
黒�
�

谷�
�

上�
�
�

人�
�

語�

灯�
�

録�
�

』
や
『
法
然
上
人
伝
記
』

（
醍�

�

醐�

本�
�

）
な
ど
に
共
通
す
る
記
事
が
見
ら
れ

ま
す
。

親
鸞
聖
人
の
門
弟
に
つ
い
て
は
、「
宗
祖
篇
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上
」
で
は
「
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
成
」
に
よ
っ

て
親
鸞
聖
人
と
東
国
門
弟
と
の
や
り
と
り
が
知

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
門
弟
に
つ
い
て
は
、「
補

遺
篇
」
の
『
親
鸞
聖
人
門�
�

侶�
�

交�
�
�

名�
�
�

牒�
�
�

』
な

ど
に
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
蓮
如
上
人
の
言
行
に
つ
い
て
は
、

「
相
伝
篇
下
」
に
「
蓮
如
上
人
言
行
録
集
成
」

と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、「
補
遺
篇
」
の

「
本�
�

福�
�

寺�

史
料
集
成
」
に
は
蓮
如
上
人
や
当
時

の
本
願
寺
教
団
の
具
体
的
な
動
向
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
殊
に
、
蓮
如
上
人
の
葬
送
に
つ
い

て
、「
相
伝
篇
下
」
の
『
空�
�

善�
�

聞�
�

書�
�

』
や
『
蓮

如
上
人
御�

一�
�

期�

記�

』
な
ど
に
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
が
、「
補
遺
篇
」
所
収
の
『
金�
�
�

森�
�

日
記
抜
』

に
は
よ
り
詳
細
な
勤�
�

行�
�
�の

様
子
が
記
録
さ
れ
、

さ
ら
に
「
葬�
�

送�
�

中�
�
�

陰�
�

記�

」
に
よ
っ
て
蓮
如
上

人
以
後
の
葬
送
の
様
子
を
窺�
�
�う

こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、「
補
遺
篇
」
と
各
巻
の
間
で

内
容
が
関
連
す
る
も
の
を
比
較
・
対
照
す
る
こ

と
で
、
源
空
聖
人
や
親
鸞
聖
人
、
蓮
如
上
人
の

み
教
え
や
生
涯
な
ど
を
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

Ⅲ
「
補
遺
篇
」の
特
色

そ
れ
で
は
、「
補
遺
篇
」
の
内
容
を
具
体
的

に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１
源
空
聖
人
の
法
語

源
空
聖
人
の
み
教
え
が
記
さ
れ
た
法
語
や
御

消
息
は
、「
宗
祖
篇
下
」
の
親
鸞
聖
人
真
筆

『
西
方
指
南
抄
』
や
『
法
然
聖
人
御
消
息
』
に

も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
多
種
多

様
な
も
の
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
一�
�

枚�
�

起�

請�
�
�

文�
�

』
は
源
空
聖
人
最
晩
年
に
示

さ
れ
た
も
の
で
、「
た
ゞ
往
生
極
樂
の
た
め
に

は
南
無
阿
彌
陀
佛
と
申
て
、
疑
な
く
往
生
す
る

ぞ
と
思
と
り
て
申
外
に
は
別
の
さ
い
候
は
ず
」

（『
聖
典
全
書
』
六
・
五
頁
）
な
ど
と
、
源
空
聖

人
の
念
仏
領
解
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
多
く
の
書
写
本
の
ほ
か
、
貞�
�
�

治�

四
（
一

三
六
五
）
年
に
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
幅
広
く
受

容
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
蓮

如
上
人
は
こ
の
『
一
枚
起
請
文
』
と
伝
源
空
聖

人
作
の
『
二
枚
起
請
文
』
を
一
具
の
も
の
と
し

て
書
写
さ
れ
て
お
り
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
も

重�
�
�

宝�
�

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

『
法
然
聖
人
御
消
息
』（
京
都
府
清�

�

凉�
�
�
寺�

蔵
）

は
、
源
空
聖
人
の
筆
跡
を
伝
え
る
数
少
な
い
貴

重
な
史
料
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
七�
�

箇�

条�
�
�

制�
�

誡�
�

』（
京
都
府
二�

尊�
�

院�
�

蔵
）
に
は
、
源
空

聖
人
自
署
の
花�

押�
�

に
続
い
て
、
百
九
十
名
も
の

門
弟
の
署
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

に
、
若
き
日
の
親
鸞
聖
人
の
筆
跡
が
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
書
写
本
と
し
て
単
体
で
伝
来
す

る
と
と
も
に
、
ま
と
め
て
収
録
さ
れ
た
集
成
本

と
し
て
も
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。「
補
遺
篇
」

所
収
の
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
は
、
源
空
聖
人

の
法
語
を
集
め
た
典
籍
と
し
て
文�
�

永�
�

十
一
（
一

二
七
四
）
年
頃
に
浄
土
宗
の
了�
�
�

恵�

（
一
二
四
三

～
一
三
三
〇
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
親
鸞
聖
人
真
筆
の
『
西
方
指
南
抄
』
と

並
ん
で
、
源
空
聖
人
の
み
教
え
を
学
ぶ
た
め
の

重
要
な
典
籍
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
内
容
は
多
岐
に
亘�
�

り
、
源
空
聖
人
が
「
浄
土

三
部
経
」
を
講
義
し
た
内
容
と
さ
れ
る
三�
�

部�

経�
�
�

釈�
�
�、

各
種
消
息
、
源
空
聖
人
自
ら
が
人
々

宗報19-04情報.qxp_宗報  2019/05/28  17:39  ページ 33



34宗報 2019年４月号

の
疑
問
に
答
え
た
問
答
形
式
の
法
語
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
は
、
口
語
体
に
近
い
文
体

の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
源
空
聖
人
の

言
葉
が
そ
の
ま
ま
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
は
、
漢
文
で
書
か
れ

た
「
漢
語
灯
録
」
と
和
文
で
書
か
れ
た
「
和
語

灯
録
」
に
大
別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
拾
遺
漢
語

灯
録
」「
拾
遺
和
語
灯
録
」
が
追
加
さ
れ
て
成

立
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
来
が
異
な
り
ま

す
。「
補
遺
篇
」
で
は
、「
漢
語
灯
録
」「
拾
遺

漢
語
灯
録
」
は
中
世
に
さ
か
の
ぼ
れ
る
内
容
を

持
つ
最
も
古
い
書
写
本
（
恵�

空�
�

本�
�

転
写
本
・
大�

�

徳�
�

寺�

本�
�

、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
）
を
、「
和
語
灯

録
」「
拾
遺
和
語
灯
録
」
は
編
者
で
あ
る
了
恵

自
身
が
手
が
け
た
元�
�

亨�
�

元
（
一
三
二
一
）
年
刊

本
（
龍
谷
大
学
蔵
）
を
底
本
（
活
字
化
す
る
た
め

の
元
に
な
る
本
）
と
し
て
選
定
し
て
翻�
�

刻�
�

し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
漢
語
灯
録
」
で
は
、
第
一

巻
・
第
二
巻
で
そ
れ
ぞ
れ
本
文
が
省
略
さ
れ
て

い
る
「
無�

量�
�
�

寿�
�

経�
�
�

釈�
�
�

」「
観�
�

無�

量�
�
�

寿�
�

経
�
�
�

釈�
�
�

」
に
つ
い
て
、
巻
尾
に
そ
の
本
文
を
伝
え

て
い
る
『
三
部
経
私
記
』
を
付
し
て
翻
刻
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
和
語
灯
録
」
で
は
、
元
亨
元

年
刊
本
の
湮�
�

滅�
�

箇
所
（
虫�

�
�

損�
�

な
ど
に
よ
り
文
字

の
判
読
が
難
し
い
と
こ
ろ
）
を
、
元
亨
元
年
刊

本
の
文
言
を
書
き
写
し
た
転
写
本
に
よ
っ
て
適

宜
補
う
こ
と
で
、
本
文
の
読
解
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

２
源
空
聖
人
の
伝
記
等

「
補
遺
篇
」
で
は
、
源
空
聖
人
の
法
語
・
御

消
息
等
に
加
え
、『
法
然
上
人
伝
記
』（
醍
醐

本
）
な
ど
の
伝
記
類
や
、『
興�
�

福�
�

寺�

奏�
�

状�
�
�』

な

ど
の
記
録
類
も
収
録
し
て
い
ま
す
。

源
空
聖
人
の
伝
記
の
中
で
成
立
が
最
も
古
い

も
の
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
の
が
京
都
府
醍

醐
寺
蔵
『
法
然
上
人
伝
記
』（
醍
醐
本
）
で
す
。

ま
た
、
宗
祖
の
直�
�

弟�
�

の
一
人
で
あ
り
高
田
派
専�
�

修�
�

寺�

第
三
世
顕�
�

智�

上
人
書
写
の
『
法
然
上
人
伝�
�

法�
�

絵�

』
は
、
源
空
聖
人
の
伝
記
の
中
で
書
写
年

時
が
最
も
古
い
書
写
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
源
空
聖
人
の
伝
記
と
し
て
は
、「
相
伝
篇

上
」
に
覚
如
上
人
撰
述
の
『
拾
遺
古
徳
伝
絵

詞
』
を
翻
刻
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
併
せ

読
む
こ
と
で
、
源
空
聖
人
の
ご
生
涯
を
よ
り
深

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
補
遺
篇
」
で
は
、

巻
末
の
付
録
と
し
て
「『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』

等
諸
本
対
照
表
」
を
収
録
す
る
こ
と
で
、『
黒

谷
上
人
語
灯
録
』
と
、『
西
方
指
南
抄
』
や

『
法
然
上
人
伝
記
』（
醍
醐
本
）、『
拾
遺
古
徳
伝

絵
詞
』、『
法
然
上
人
行�
�
�

状�
�
�

絵�

図�

』（
四
十
八
巻

伝
）
な
ど
と
の
間
で
、
本
文
が
一
致
す
る
も
の

や
内
容
に
関
連
が
あ
る
も
の
が
容
易
に
わ
か
る

よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
源
空
聖
人
や
親
鸞
聖
人
が
配�
�

流�

に
あ

っ
た
、
い
わ
ゆ
る
承�
�
�

元�
�

の
法�
�

難�
�

に
関
す
る
資

料
と
し
て
知
ら
れ
、
解�

脱�
�

房�
�

貞�
�
�

慶�
�

起
草
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
停�
�
�

止�

を
訴
え
た
『
興
福
寺
奏

状
』
や
、
延�
�

暦�
�
�

寺�

の
衆�
�

徒�

が
専
修
念
仏
に
対

し
て
弾
圧
を
は
か
っ
た
嘉�

禄�
�

の
法
難
に
関
す
る

史
資
料
と
し
て
知
ら
れ
る
『
一
向
専
修
停�
�
�

止�
�

事�
�

』（
停
止
一
向
専
修
記
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
刊

行
物
に
は
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
書
写
本
が
多
く

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
補
遺
篇
」
で

は
、
全
国
各
地
か
ら
史
資
料
を
収
集
し
、
善�
�

本�
�

（
内
容
や
形
式
な
ど
が
す
ぐ
れ
た
本
）
を
選
定
し

た
上
で
、
源
空
聖
人
や
宗
祖
の
生
涯
を
知
る
た

め
の
重
要
な
史
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
収
録
し

『浄土真宗聖典全書』第六巻「補遺篇」の刊行にあたって

宗報19-04情報.qxp_宗報  2019/05/28  17:39  ページ 34



情報コーナー

35 宗報 2019年４月号

ま
し
た
。

３
親
鸞
聖
人
の
門
弟
や
初
期
教
団
に
関
す
る
資
料

親
鸞
聖
人
に
関
す
る
史
資
料
と
し
て
、「
補

遺
篇
」
で
は
、
親
鸞
聖
人
を
中
心
と
す
る
系
譜

を
明
ら
か
に
し
た
「
系
図
」
や
、
親
鸞
聖
人
の

門
弟
の
名
を
記
し
た
『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名

牒
』
な
ど
を
翻
刻
し
て
い
ま
す
。

『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
』
は
、
親
鸞
聖
人

に
連
な
る
門
弟
を
、
地
域
や
集
団
ご
と
に
列
挙

し
た
も
の
で
、
親
鸞
聖
人
の
門
弟
の
広
が
り
を

知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
す
。
原
題
は
「
親
鸞

上
人
門
弟
等
交
名
」
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
鎌

倉
幕
府
な
ど
に
提
出
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た

系
統
（
愛
知
県
妙�

�
�

源�
�

寺�

蔵
本
や
茨
城
県
光�

�

明�
�
�
寺�

蔵
本
）
や
、
そ
れ
と
共
通
し
た
部
分
を
伝
え
な

が
ら
特
定
の
門
徒
集
団
の
名
を
多
く
記
し
た
系

統
（
京
都
府
光�

�

薗�
�

院�
�

蔵
本
な
ど
）
の
書
写
本
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
々
は
、
親
鸞
聖
人
の

門
弟
の
実
態
を
内
外
に
示
す
た
め
に
制
作
さ
れ

た
も
の
で
す
が
、
書
写
本
ご
と
に
独
自
の
情
報

が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
大
変
興
味
深
い
資
料
で

す
。「
補
遺
篇
」
で
は
、
収
録
し
た
三
本
の
異

同
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
、
上
段
に
妙
源
寺
蔵

本
、
中
段
に
光
明
寺
蔵
本
、
下
段
に
光
薗
院
蔵

本
を
配
置
し
、
三
本
を
対
照
す
る
形
式
で
翻
刻

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

巻
末
に
付
録
「『
親
鸞

聖
人
門
侶
交
名
牒
』
三

本
対
照
索
引
」
を
収
録

し
、
人
名
を
検
索
で
き

る
よ
う
工
夫
し
ま
し

た
。

４
本
願
寺
な
ど
の
教
団
に
関
す
る
資
料

「
補
遺
篇
」
で
は
、
宗
祖
以
降
の
本
願
寺
や

専
修
寺
・
佛�
�

光�
�

寺�

の
他
派
教
団
に
関
す
る
史
資

料
も
充
実
し
て
い
ま
す
。『
大�
�

谷�
�

廟�
�
�

堂�
�

創
立
時

代
文�
�

書�
�

』
は
、
宗
祖
の
墓
所
で
あ
る
大
谷
廟
堂

の
成
り
立
ち
や
、
そ
の
寺
院
化
、
廟
堂
留�

守�

職�
�

の
継
承
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
文
書
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
覚
如
上
人
の
『
親
鸞
聖
人
伝�
�

絵�

』（
御�

伝�
�

鈔�
�
�
）
巻
下
・
第
七
段
に
は
、
文
永

九
（
一
二
七
二
）
年
に
大
谷
（
鳥�

�

辺�

野�

の
北
）

に
あ
っ
た
親
鸞
聖
人
の
墓
所
が
吉�
�

水�
�

の
北
の
地

に
移
転
さ
れ
た
時
の
こ
と
と
し
て
、「
仏
閣
を

た
て
、
影
像
を
安
ず
」（『
聖
典
全
書
』
四
・
一

〇
四
頁
）
と
あ
り
ま
す
。『
大
谷
廟
堂
創
立
時

代
文
書
』
か
ら
は
、
そ
の
土
地
の
移
譲
や
、
廟

堂
・
敷
地
の
管
理
に
関
す
る
事
項
を
窺
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
廟
堂
留
守
職
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
る
覚�
�

信�
�

尼�

公
・
覚�
�

恵�

上
人
・
覚
如

上
人
ら
と
、
東
国
の
有
力
門
弟
等
と
の
間
で
頻

繁
に
や
り
と
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の

文
書
が
各
所
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
こ
と

な
ど
を
、
本
文
や
そ
の
他
の
書
き
入
れ
な
ど
に

よ
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『親鸞聖人門侶交名牒』翻刻イメージ
※上段から、愛知県妙源寺蔵本、茨城県光明寺

蔵本、京都府光薗院蔵本
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次
に
、
蓮
如
上
人
や
そ
の
後
の
時
代
に
関
す

る
史
資
料
と
し
て
、「
本
福
寺
史
料
集
成
」
や

「
葬
送
中
陰
記
」
が
あ
り
ま
す
。「
本
福
寺
史
料

集
成
」
は
、
滋
賀
県
堅�
�

田�

本
福
寺
の
歴
代
住
職

が
記
録
し
て
き
た
史
料
群
で
あ
り
、
蓮
如
上
人

や
、
本
願
寺
教
団
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
葬
送
中
陰
記
」

は
、
本
願
寺
第
九
代
宗
主
実�
�

如�
�

上
人
・
第
十
代

宗
主
証�
�
�

如�
�

上
人
と
い
っ
た
本
願
寺
宗
主
や
、

蓮
如
上
人
の
室
で
あ
る
蓮�
�

能�
�

尼�

、
ま
た
蓮
如
上

人
の
子
息
等
の
、
葬
送
や
中
陰
の
次
第
な
ど
が

記
録
さ
れ
た
も
の
で
す
。
蓮
如
上
人
が
ご
自
身

の
葬
儀
の
次
第
等
に
つ
い
て
ご
遺
言
を
残
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、「
本
福
寺
史
料
集
成
」
の

『
金
森
日
記
抜
』
や
、「
相
伝
篇
下
」
所
収
の

『
蓮
如
上
人
遺
徳
記
』
な
ど
に
詳
し
く
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、「
補
遺
篇
」
所
収
の
「
葬
送
中

陰
記
」
か
ら
は
、
上
人
の
ご
遺
言
を
も
と
に
浄

土
真
宗
の
葬
送
儀
礼
が
定
型
化
し
て
い
く
様
子

が
窺
え
、
現
在
の
葬
儀
や
法
要
な
ど
で
勤
め
ら

れ
る
次
第
（
正�

�
�

信�
�

念�
�

仏�
�

偈�

・
念
仏
・
和
讃
）
が

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を
具
体
的
に
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

５
解
説
・
付
録
等
の
充
実

「
補
遺
篇
」
で
は
、
各
聖
教
・
史
資
料
の
冒

頭
に
解
説
を
設
け
、
最
新
の
研
究
成
果
に
基
づ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
や
成
立
、
原
本
の
書
誌

的
な
情
報
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
巻

末
に
は
次
の
よ
う
な
付
録
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

・
底
本
・
対
校
本
一
覧

・
収
録
聖
教
書
誌
一
覧

・『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
等
諸
本
対
照
表

・『
大
谷
廟
堂
創
立
時
代
文
書
』
一
覧

・『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
』
三
本
対
照
索
引

・『
本
福
寺
由
来
記
』・『
本
福
寺
跡
書
』
対
照

表
・
系
図
主
要
人
物
一
覧

・『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
全
目
次
・
諸
翻
刻

一
覧

・
年
表

先
に
紹
介
し
た
「『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
等

諸
本
対
照
表
」、「『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
』

三
本
対
照
索
引
」
以
外
に
も
、
関
連
す
る
他
の

聖
教
・
史
資
料
や
既
翻
刻
資
料
な
ど
を
一
目
で

対
照
・
検
索
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
も
の
な
ど

を
多
く
揃
え
ま
し
た
。
ま
た
、
巻
末
に
は
聖
典

を
拝
読
す
る
上
で
、
と
く
に
留
意
す
べ
き
重
要

な
語
句
を
解
説
し
た
「
補
註
（
要
語
解
説
）」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
補
遺
篇
」
や
既
刊
の
『
聖
典
全
書
』
を
学

ば
れ
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
こ
れ
ら
を
ご
活
用
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ⅳ
史
料
並
び
に
校
異
の
充
実

Ⅱ
で
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、「
補
遺
篇
」
に

は
四
十
三
も
の
聖
教
・
史
資
料
が
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
学
界
等

で
高
い
資
料
的
評
価
を
う
け
て
い
る
善
本
を
底

本
や
対
校
本
（
底
本
と
比
較
対
照
す
る
本
）
と

し
て
採
用
し
、
中
に
は
『
聖
典
全
書
』
で
初
め

て
翻
刻
す
る
史
資
料
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
底

本
だ
け
で
は
な
く
、
対
校
本
に
お
い
て
も
善
本

を
用
い
て
お
り
、
充
実
し
た
校
異
（
底
本
と
対

校
本
と
の
相
異
を
示
し
た
も
の
）
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
聖
典
編
纂
担
当
に
お
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き
ま
し
て
は
、
全
国
各
地
の
寺
院
や
関
係
学
校

な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
聖
教
・
史
資

料
の
原
本
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
本
願
寺
派
の
寺
院
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
時
と
し
て
、
真
宗
諸
派
や
浄
土
宗
、

天
台
宗
な
ど
諸
宗
の
寺
院
、
各
地
の
関
係
学
校

や
公
立
・
私
立
の
図
書
館
な
ど
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
調
査
の
結
晶
と

し
て
、
底
本
・
対
校
本
に
多
く
の
原
本
を
用
い

ら
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
と
と
も
に
、

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
寺
院
や
関
係
各
所
の
み
な

さ
ま
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

Ⅴ
お
わ
り
に

以
上
見
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、「
補
遺
篇
」

は
、
こ
れ
ま
で
の
『
聖
典
全
書
』
を
補
完
す
る

内
容
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
読
解
の
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
が
盛
り
込
ま
れ
た
親
し
み
や
す
い

聖
典
で
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
か

と
思
い
ま
す
。「
補
遺
篇
」
は
、「
最
高
峰
の
聖

典
」
と
い
わ
れ
る
『
聖
典
全
書
』
の
最
終
巻
で

あ
り
、
本
巻
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
浄

土
真
宗
の
み
教
え
を
学
ぶ
た
め
の
聖
教
・
史
資

料
が
出
揃
い
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
方
々

が
、『
聖
典
全
書
』
を
座
右
に
お
い
て
聖
教
を

拝
読
さ
れ
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
が
時
代
や
地

域
を
越
え
て
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
念
願
い
た

し
ま
す
。

次
回
は
、『
聖
典
全
書
』
全
六
巻
に
つ
い
て

の
ご
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
総
合
研
究
所
（
０
７
５
─
３

７
１
─
９
２
４
４
）
ま
で
。
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